
司 会 進 行 ： サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 日 本
フ ォ ー ラ ム  事 務 局 次 長  櫻 田  彩 子

3月9日M o n
1 6 : 0 0 - 1 7 : 4 5

会 場 ：　　      　　　　N E C 芝 俱 楽 部

定 員 ： 1 2 名 （ 先 着 順 ）

フ ァ ン ド 型 ア プ ロ ー チ の 日 本 企 業 へ の 応 用 と 次 の ア ク シ ョ ン

（ 港 区 芝 ５ － ２ １ － ７ ）

主 催 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

＊ ラ ウ ン ド テ ー ブ ル の
オ ン ラ イ ン 参 加 受 付 は ご ざ い ま せ ん  

サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 日 本 フ ォ ー ラ ム

齋 藤  慶 子
A k a r i  C a p i t a l  代 表 取 締 役 社 長

費 用 ： 無 料  

お 申 し 込 み ： 氏 名 ・ ご 連 絡 先 を ご 記 入 の う え 、 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お 申 し 込 み く だ さ い 。

お 申 し 込 み 〆 切 ： 2 0 2 5 年 3 月 5 日 （ 木 ）（ 〆 切 厳 守 ）

i n f o @ s u s t a i n a b i l i t y - f j . o r g

＊ チ ャ タ ム ハ ウ ス ル ー ル の 下 、
開 催 し ま す  

後 藤  敏 彦
サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 日 本 フ ォ ー ラ ム
顧 問

日 本 の 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 進 ま な い 現 状

　　      　　　　            
                                    
                                    
                                    
                                    
                                    
                                    
                                    
　　　　　　　　　　   
　　　　　　　　　　   

 日 本 で は 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 比 率 が 約 2 5 ％
ま で 上 昇 し た 一 方 、 G 7 諸 国 の 中 で も 化 石 燃
料 、 と り わ け 石 炭 へ の 依 存 度 が 高 く 、 電 力
部 門 の 脱 炭 素 化 は 依 然 と し て 課 題 で す 。 エ
ネ ル ギ ー 安 全 保 障 の 観 点 で 原 子 力 も 重 視 さ
れ る 中 、 需 要 増 へ の 対 応 、 タ イ ム ラ イ ン や
供 給 の 柔 軟 性 を 踏 ま え る と 、 再 生 可 能 エ ネ
ル ギ ー の 導 入 拡 大 は 不 可 欠 で す 。

 本 ラ ウ ン ド テ ー ブ ル で は 、 海 外 の 市 場 型 ア
プ ロ ー チ の 先 進 事 例 や 海 外 大 手 企 業 に よ る
日 本 で の 投 資 ・ 調 達 動 向 を 窓 口 を 担 う 齋 藤
慶 子 さ ん に 議 論 の 口 火 を 切 っ て い た だ き ま
す 。 サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 日 本 フ ォ ー ラ ム と し
て カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 実 現 に 向 け た 阻 害
要 因 ・ 推 進 要 因 へ の 理 解 を 深 め る と と も
に 、 参 加 者 に と っ て も 、 海 外 資 本 に よ る 日
本 で の 調 達 戦 略 や 投 資 意 欲 を 直 接 知 る 機 会
は 有 益 な も の と な る こ と が 期 待 さ れ ま す 。
 
 少 人 数 制 で す 。 ぜ ひ ご 参 加 く だ さ い ！


